
手を上げて横断歩道を渡ろ手を上げて横断歩道を渡ろうう
　４４月月２２００日、大沢小学校（佐々木由美子校長・児日、大沢小学校（佐々木由美子校長・児童童１５４１５４人）人）
でで交通安全教室が行われました。町などが主催の同教交通安全教室が行われました。町などが主催の同教室室
は交通安全に対する知識とマナーを理解してもらうためは交通安全に対する知識とマナーを理解してもらうため、、
町内の学校など町内の学校などでで毎年開催しているものです。当日は毎年開催しているものです。当日は交交
通指導員が自転車の安全な乗り方や道路の歩き方など通指導員が自転車の安全な乗り方や道路の歩き方などをを
学年に応じて指導。４月に入学したばかりの１年生に学年に応じて指導。４月に入学したばかりの１年生にはは
横断歩道の渡り方が指導され、子供たちは右手を上げ横断歩道の渡り方が指導され、子供たちは右手を上げ、、
左右を確認して校庭に描かれた横断歩道を渡っていました左右を確認して校庭に描かれた横断歩道を渡っていました。。
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山
田
町
議
会
議
員
選
挙
は
４
月
　
日
に
投
票
が
行
わ

２２

れ
、
即
日
開
票
の
結
果
新
し
い
議
員
　
人
（
現
職
　
人
、

１８

１３

元
職
２
人
、
新
人
３
人
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。　

の
議

１８

席
を
　
人
の
候
補
者
が
争
う
少
数
激
戦
の
選
挙
と
な
り

２１

ま
し
た
が
、
投
票
率
は
過
去
最
低
を
記
録
し
た
前
回

（
４
年
前
）
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

開
票
の
結
果
と
新
議
員
の
顔
ぶ
れ
を
紹
介
し
ま
す
。

次
い
で
織
笠
第
４
の
　
・
　
％
、
山

８４

４６

田
第
５
の
　
・
　
％
の
順
と
な
っ
て

８４

３１

い
ま
す
。

　
統
一
地
方
選
挙
の
後
半
戦
と
し
て

県
内
の
４
市
６
町
４
村
で
も
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
町
村
で

の
投
票
率
は
滝
沢
村
（
　
・
　
％
）、

５６

１５

矢

巾

町
（
　
・
　

％
）、
雫

石

町

６６

９９

（
　
・
　
％
）
に
続
い
て
下
か
ら
４
番

７６

４４

目
。
過
去
最
低
を
記
録
し
た
前
回

（
平
成
　
年
）
の
　
・
　
％
を
さ
ら
に

１５

８１

１４

３
・
　
ポ
イ
ン
ト 
下
回
り
、
町
民
の
皆
さ
ん

５９

に
と
っ
て
身
近
な
選
挙
で
あ
っ
た
だ

け
に
、
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
選
証
書
の
付
与
式
は
　
日
、
町

２３

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
和
合
恊
一
町
選
管
委
員
長
か

ら
一
人
一
人
に
当
選
証
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
新
議
員
は
、
５
月
８
日

の
初
議
会
を
仕
事
始
め
に
、
向
こ
う

４
年
間
わ
た
し
た
ち
の
代
表
と
し
て

町
の
明
日
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
議
会
議
員
選
挙
の
開
票
結
果

現現現現現現現現現現
職職職職職職職職職職

人人人人人人人人人人
、、、、、、、、、、元元元元元元元元元元
２２２２２２２２２２
人人人人人人人人人人
、、、、、、、、、、新新新新新新新新新新
人人人人人人人人人人
３３３３３３３３３３
人人人人人人人人人人
がががががががががが
当当当当当当当当当当

現
職
　
人
、元
２
人
、新
人
３
人
が
当
選選選選選選選選選選選

　
町
議
会
議
員
選
挙
は
４
月
　
日
に

１７

告
示
さ
れ
、　

の
議
席
に
対
し
現
職

１８

　
人
、
元
職
２
人
、
新
人
４
人
が
立

１５候
補
し
ま
し
た
。
今
回
の
選
挙
は
議

員
定
数
が
　
人
か
ら
　
人
に
削
減
さ

２０

１８

れ
て
か
ら
初
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

候
補
者
は
５
日
間
に
わ
た
り
激
し
い

選
挙
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
投
票
は
　
日
の
午
前
７
時
か
ら
午

２２

後
６
時
ま
で
町
内
　
の
投
票
所
で
行

２５

わ
れ
、
有
権
者
は
指
定
の
投
票
所
へ

と
足
を
運
び
ま
し
た
。

　
少
数
激
戦
と
い
わ
れ
た
今
回
の
選

挙
で
す
が
、
投
票
率
は
当
日
降
り
続

得票数氏　　名当落

.０６７

.０５３

.５１５

.９３２

.４８４

.９４６

１,０３４

８８８

８４２

７１４

６７０

６５１

６４９

６３７

６２３

６１２

６０１

５９５

５８６

５６４

５４４

５２２

４７６

４５９

４３２

４２３

２３２

生　駒　利　治

昆　　　暉　雄

稲　川　勝　憲

佐　藤　照　彦

佐々木　良　一

山　崎　泰　昌

豊間根　　　信

木　下　志き子

佐　藤　忠　暉

山　﨑　幸　男

佐々木　良一郎

黒　沢　一　成

鈴　木　善十郎

道　又　秀　悦

小　林　　　隆

阿　部　幸　一

三ケ尻　隆　雄

吉　川　淑　子

沼　﨑　詔　安

日　山　忠　郎

齊　藤　　　俊

当選

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

次点

落選

〃

有効投票　　１２,７５７票

◆候補者別得票数

い
た
雨
の
影
響
も
あ
っ
て
か
今

ひ
と
つ
伸
び
悩
み
、
町
全
体
で

　
・
　
％
（
男
　
・
　
％
、
女

７７

５５

７３

０７

　
・
　
％
）
と
こ
れ
ま
で
行
わ

８１

６１

れ
た
町
議
選
の
中
で
最
も
低
い

投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
区
別
で
は
大
沢
地
区
が
最

も
高
く
　
・
　
％
、
次
い
で
織

８０

１１

笠
地
区
が
　
・
　
％
、
船
越
地

７９

２８

区
の
　
・
　
％
と
な
っ
て
い
ま

７９

２７

す
。
投
票
所
別
で
は
織
笠
第
６

投
票
所
が
　
・
　
％
で
ト
ッ
プ
。

８７

１８

計女男地　区

８０.１１８４.１９７５.９４大　沢

７９.２８８４.３６７３.８１織　笠

７９.２７８３.７７７４.４７船　越

７５.８３７９.４２７１.６９山　田

７５.４３７９.２４７１.２０豊間根

７７.５５８１.６１７３.０７町全体

８１.１４８４.８２７７.３０前　回

◆地区別の投票率 （％）

午後７時半から山田南小学校体
育館で行われた開票作業の様子

【２】

　１１１１１１１１１１１３３３３３３３３３３３

【３】

①大浦②５８歳③漁業④大浦

漁協理事⑤２回

新新新新新新新新新新
議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員

新
議
員
ののののののののののの

顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔
ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ

　
　
顔
ぶ
れれれれれれれれれれれ

 生
  
駒
  
利
  
治
 

い
 

こ
ま
 

と
し
 

は
る

（
無
所
属
・
現
）

①荒川②７５歳③団体役員④

町議会議長⑤８回

 佐
  々

  木
  良
  一
 

さ
 

さ
 

き
 

り
ょ
う
 

い
ち

（
無
所
属
・
現
）

①大沢②６５歳③無職④保護

司⑤７回

 昆
 　

 
暉
  
雄
 

こ
ん
 

て
る
 

お

（
無
所
属
・
現
）

①境田町②５９歳③会社事務

④山田南地区実行委員会長

⑤３回

 木
  下
  志
 き
 子
 

き
の
 

し
た
 

し
 

こ

（
無
所
属
・
現
）

①大沢②７０歳③無職④大沢

地区コミュニティー推進協

議会長⑤３回

 道
  
又
  
秀
  
悦
 

み
ち
 

ま
た
 

し
ゅ
う
 

え
つ

（
無
所
属
・
現
）

①山田②６７歳③無職④社会

福祉法人やまだ共生会理事

長⑤１１回

 佐
  
藤
  
照
  
彦
 

さ
 

と
う
 

て
る
 

ひ
こ

（
日
本
共
産
党
・
現
）

①豊間根②５９歳③会社役員

④町商工会副会長⑤３回

 三
  ケ
  尻
  隆
  雄
 

み
 

か
 

じ
り
 

た
か
 

お

（
無
所
属
・
現
）

①北浜町②４５歳③株式投資

家④ホームヘルパー⑤２回

 鈴
  木
  善
  十
  郎
 

す
ず
 

き
 

ぜ
ん
 

じ
ゅ
う
 

ろ
う

（
無
所
属
・
元
）

①長崎②６４歳③駐車場経営

④飯岡地区住民自治会長⑤

４回

 佐
  
藤
  
忠
  
暉
 

さ
 

と
う
 

た
だ
 

て
る

（
無
所
属
・
現
）

①豊間根②５３歳③会社役員

④陸中宮古青年会議所副理

事長⑤１回

 豊
  間
  根
 　

 信
 

と
よ
 

ま
 

ね
 

ま
こ
と

（
無
所
属
・
新
）

①船越②５８歳③会社役員④

町議会産業建設副委員長⑤

３回

 阿
  
部
  
幸
  
一
 

あ
 

べ
 

こ
う
 

い
ち

（
無
所
属
・
元
）

①田の浜②４３歳③自営業④

県水産物出荷協同組合理事

⑤１回

 山
  
崎
  
泰
  
昌
 

や
ま
 

ざ
き
 

や
す
 

ま
さ

（
無
所
属
・
新
）

①織笠②７２歳③農林業④宮

古地方森林組合代表理事組

合長⑤５回

 佐
  々
  木
  良
  一
  郎
 

さ
 

さ
 

き
 

り
ょ
う
 

い
ち
 

ろ
う

（
無
所
属
・
現
）

①荒川②６４歳③農業④荒川

小ＰＴＡ会長⑤４回

 吉
  
川
  
淑
  
子
 

き
っ
 

か
わ
 

と
し
 

こ

（
無
所
属
・
現
）

①船越②４４歳③無職④会社

員⑤２回

 黒
  
沢
  
一
  
成
 

く
ろ
 

さ
わ
 

か
ず
 

な
り

（
無
所
属
・
現
）

①織笠②６４歳③農業④町消

防団本部分団長⑤２回

 小
  
林
 　

 
隆
 

こ
 

ば
や
し
 

た
か
し

（
無
所
属
・
現
）

①織笠②６４歳③神職④町教

育次長⑤１回

 稲
  
川
  
勝
  
憲
 

い
な
 

か
わ
 

か
つ
 

の
り

（
無
所
属
・
新
）

①田の浜②６５歳③法人役員

④社会福祉法人親和会理事

長⑤４回

 山
  
﨑
  
幸
  
男
 

や
ま
 

ざ
き
 

ゆ
き
 

お

（
無
所
属
・
現
）

 氏
 　
 名
 

ふ
り
 

が
な

（
党
派
別
・
新
現
元
別
）

①地区②年齢③職業④主な

職歴⑤当選回数

※
掲
載
は
右
上
か
ら
左
下
へ
得
票
順
で
す
。



訓
練
の
成
果
を
存
分
に
披

訓
練
の
成
果
を
存
分
に
披
露露

　
町
消
防
団
（
佐
々
木
俊
夫
団
長
・
団
員
３
３
７
人
）
の
消
防
演
習
が
４

月
　
日
、
山
田
南
小
学
校
を
主
会
場
に
行
わ
れ
、
団
員
ら
２
９
０
人
が
参

１５
加
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
団
員
の
各
種
表
彰
や
入
・
退
団
者
の
辞
令
交

付
が
行
わ
れ
、
続
い
て
小
・
中
隊
訓
練
や
消
防
操
法
（
水
出
し
操
法
）
を

展
開
。
隊
長
の
号
令
に
合
わ
せ
て
、
き
び
き
び
と
し
た
動
作
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。
国
道
　
号
に
会
場
を
移
し
て
行
わ
れ
た
分
列
行
進
で
は
統
制
の

４５

取
れ
た
陣
容
を
披
露
し
、
山
田
魚
市
場
で
行
わ
れ
た
放
水
訓
練
で
は
、
山

田
湾
に
向
か
っ
て
見
事
な
水
の
柱
を
上
げ
る
な
ど
、
団
員
ら
は
日
ご
ろ
の

訓
練
の
成
果
を
存
分
に
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
同
演
習
の
様

子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演平成１９年町消防演習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習

田
の
浜
婦
人
消
防
協
力
隊
に
よ
る
救
急
訓
練

入
団
者
を
代
表
し
て
宣
誓
書
を
読
み
上
げ

る
４
分
団
の
湊
 紘
  一
 さ
ん
（
織
笠
・
　
歳
）

ひ
ろ
 か
ず

２０

統
監
（
沼
崎
喜
一
町
長
）
に
よ
る
観
閲

中
央
町
で
行
わ
れ
た
分
列
行
進

【４】

癌

贋

岩

雁
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眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

　　　　　　　　　　　　　※カッコ内は分団名など

消防庁長官表彰　試永年勤続功労章　昆實（本部副分

団長）　県知事表彰　試功績章　野田義昭（３）、昆定夫

（４）、佐藤悦男（８）　日本消防協会長表彰　試勤続章

佐藤悦男（８）、佐藤光信（９）　県消防協会長表彰　試

功労章　瀬川由雄（本部副分団長）　試功績章　坂本孝

一（６）、佐藤悦男（８）　試優良婦人消防協力隊員　大

川ヒメ子（山田町婦人防火クラブ連合会副会長）　試内

助功労者　 賀智知子（船越）、糠森松代（織笠）

全１３分団で一斉に行った
放水訓練（左写真）／山田
中地区自主防災会による
消火器での初期消火訓練
（下写真）／大沢婦人防火
クラブによる小型軽可搬
ポンプでの初期消火訓練

（３）、坂本裕光（５）、佐藤 男（７）、佐藤公一（８）、富山

由光（１２）、豊間根善一（１２）、佐々木克俊（１２）、佐藤則政

（１３）　試功績章　山崎健裕（１）、山﨑潔（１）、佐々木

克博（１）、菊地隆幸（２）、佐々木千秋（３）、越田秀樹

（５）、佐々木堅一（６）、平石勉（９）、畠山達哉（１１）、外

舘巌（１１）、木村利之（１１）、勝山寿也（１１）、佐々木哲也

（１１）、尾形広幸（１１）、福士善幸（１２）、斎藤馨（１３）　試感

謝状　福士和男（防火水槽築造土地提供者）、荒川安子

（内助功労者）、野田京子（内助功労者）　県消防協会宮

古地区支部長表彰　試精錬証　阿部正典（３）、糠森孝

男（５）、小野寺貢（６）、佐藤宏政（９）、佐藤俊晶（９）、堀

合隆一（９）、最上毅（１２）、芳賀正（１３）　試勤続証　西

舘秀行（１）、加藤洋範（２）、山屋光彦（５）、高田章光

（７）、福士学（１０）、上田一彦（１３）　町消防団長表彰　

試精績章　後藤茂典（１）、西川勝（１）、五十嵐亮（２）、

荒川誠（２）、野田拓也（３）、野田権右（３）、岡市泉（３）、

佐々木貴光（３）、佐々木正樹（４）、坂本稔（５）、中村将

美（５）、佐藤譲（７）、高野博樹（７）、佐藤誠也（８）、佐々

木修（９）、佐藤卓美（９）、大川浩二（１０）、箱石智生（１０）、

佐々木道行（１１）、松崎宏幸（１２）、勝山栄松（１２）、長澤義

正（１３）、倉沢一之（１３）、芳賀洋（１３）、齋藤一哉（１３）

町長表彰　試功労章　川端弘典（３）、昆義男（４）、坂本孝一

（６）　試勤続章　山﨑雅和（２）、佐々木政美（３）、野田勝文

試無火災表彰　２分団（９年間）、５分団（３年間）、９分団

（３年間）、１３分団（３年間）　　　　　　　　　　《敬称略》

カ
メ
カ
メ
ララ

レ
ポ
ー

　
レ
ポ
ー
トト

【５】



盛岡市内一周継走駅伝大会

　盛岡市内一周継走駅伝大会で、山田中が男女ともに上位入

賞する活躍をみせました。大会は４月１５日に盛岡市で行われ、

中学校男子の部には１１８校、女子の部には１１１校が出場。序盤

から好位置につけた山中女子は、３走で５位から３人抜きの

快走をみせてアンカーへ。盛岡白百合学園（盛岡市）と激し

い競り合いの末、同タイム２位でゴールしました。また、山

中男子はスタートから上位をキープしていましたが、下小路

中（盛岡市）の大会新記録の走りにあと一歩及ばず、３位で

ゴールしました。女子主将の佐々木美咲さんは「３位入賞を

目標にしていたので、とてもうれしいです。１０月の県中学校

駅伝競走大会では優勝を目指したい」、男子主将の沼崎瑞希

君は「優勝を狙っていたので、３位入賞という結果は残念で

した。県駅伝ではぜひ優勝して、全国大会に出場したい」と

決意を新たにしていました。

【出場選手】女子…写真左から川村絵理（２年）、田畑有望（同）、

福舘ひかる（同）、佐々木美咲（３年）　男子…写真左から斉

藤翔太（３年）、尾形優也（同）、伊藤和也（２年）、沼崎瑞希

（３年）、鈴木健太（同）　　　　　　　　　　　　　《敬称略》

準優勝した山田中女子の皆さ準優勝した山田中女子の皆さんん

３位に入賞した山田中男子の皆さ３位に入賞した山田中男子の皆さんん

山田中が男女とも上位入賞

【６】

　
全
国
高
校
選
抜

レ
ス
リ
ン
グ
大
会

個
人
対
抗
戦
の
　７４

㌔
級
で
、
本
町
出

身
 の
  葈
   澤
 

か
ら
む
し
 ざ
わ

 謙
 君
 
（
青

け
ん

森
県
光
星
学
院
高

２
年
）
が
準
優
勝

し
ま
し
た
。

　
大
会
は
３
月
　２９

日
に
新
潟
県
新
潟

市
で
行
わ
れ
、　７４

葈
澤
君（
青
　
森
　
県

光
星
学
院
高

 

）が
見
事
準
優
勝

全
国
高
校
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
大
会

果
、
惜
し
く
も
優
勝
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
全
国
２
位
の
素
晴
ら
し

い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
葈
澤
君
は
「
優
勝
を
目
指
し
て
い

た
の
で
、
準
優
勝
と
い
う
結
果
は
悔

し
か
っ
た
で
す
。
今
度
は
ベ
ス
ト
の

状
態
で
試
合
に
臨
み
、
優
勝
し
た
い

で
す
。
今
大
会
の
結
果
に
満
足
せ
ず
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
優
勝
を
目
指
し

ま
す
」
と
次
の
大
会
に
向
け
、
意
欲

を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

準優勝の賞状とメダルを手に喜びの葈澤謙君

㌔
級
に
は
全
国
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜

い
て
き
た
　
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

４７

青
森
県
大
会
で
優
勝
し
、
東
北
大
会

を
２
位
の
好
成
績
で
突
破
し
た
葈
澤

君
で
す
が
、
大
会
前
に
首
を
痛
め
て

し
ま
い
思
う
よ
う
に
練
習
が
で
き
ず
、

不
安
を
抱
え
た
ま
ま
で
の
出
場
と
な

り
ま
し
た
。

　
初
戦
か
ら
順
調
に
勝
ち
進
ん
だ
葈

澤
君
は
、
決
勝
戦
へ
と
進
出
し
ま
し

た
。
決
勝
戦
の
相
手
は
数
々
の
大
会

で
実
績
を
上
げ

て
き
た
高
谷
惣

亮
選
手
（
京
都

府
網
野
高

３

年
）。
葈
澤
君

は
優
勝
候
補
を

相
手
に
攻
め
を

確
実
に
防
い
だ

も
の
の
、
思
う

よ
う
に
攻
め
込

む
こ
と
が
で
き

ず
、
場
外
な
ど

で
ポ
イ
ン
ト
を

奪
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
結



町民登場

行政相談委員

 々木  睦  
むつ

 美 さん
み

行政相談委員

山 崎  郁  
いく

 子 さん
こ

行政相談委員に
 々木さ

んと山崎さ
ん

　
行
政
相
談
委
員
に
 
々
木
睦
美
さ

ん（
長
崎
・
　
）
と
山
崎
郁
子
さ
ん（
田

６４

の
浜
・
　
）が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任

６２

期
は
４
月
１
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

国
や
県
、
市
町
村
の
仕
事
に
対
す
る

苦
情
や
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
、
助

言
や
関
係
機
関
へ
の
通
知
な
ど
を
行

う
の
が
主
な
業
務
で
、
無
報
酬
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
月
に
一
度

の
行
政
相
談
の
ほ
か
、
手
紙
や
電
話

な
ど
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
に
関
す
る
費
用
は
無
料
で
、
相

談
者
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
行
政
の
仕
事
な
ど
で
納
得
で
き
な

い
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
ご
ざ

任期は４月１日から２年間

い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
住
所
と
電
話
番
号
　
▼
 
々
木
睦

美
（
〒
０
２
８－

１
３
５
１
山
田

町
長
崎
三
丁
目
１－

　
察
　－

２

２８

８２

６
４
６
）
▼
山
崎
郁
子
（
〒
０
２

８－

１
３
７
１
山
田
町
船
越
　－１１

２－

　
察
　－

３
９
４
９
）

５７

８４

行
政
相
談
開
か
れ
ま
す

◆
日
時
　
５
月
　
日
（
金
）

２５

　
　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

◆
場
所
　
町
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
住
民
生
活
課

住
民
相
談
担
当
（
察
　－

３
１
１

８２

１
内
線
１
２
８
）
へ
ど
う
ぞ
。

　
中
央
町
の
中
村
照
子
さ
ん
が
、
２

冊
目
と
な
る
句
集
「
寒
椿
」
を
自
費

出
版
し
ま
し
た
。
平
成
　
年
　
月
に

１４

１０

第
１
句
集
「
浦
里
」
を
出
版
し
て
か

ら
４
年
半
ぶ
り
の
出
版
と
な
り
ま
す
。

　
中
村
さ
ん
の
作
品
は
「
笛
太
鼓
遠

の
き
か
く
て
祭
終
え
」「
 汲
 み
お
き
の

く

桶
に
浮
き
け
り
初
紅
葉
」「
厚
切
り
の

大
根
炊
け
ば
暮
れ
の
鐘
」
な
ど
、
日

常
生
活
の
中
に
も
季
節
感
あ
ふ
れ
る

句
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
第
２
句
集
に

は
１
９
７
句
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
中
村
さ
ん
が
俳
句
を
始
め
た
の
は
、

９
年
ほ
ど
前
。
白
内
障
を
患
い
、
手

術
の
た
め
入
院
し
た
中
村
さ
ん
と
偶

然
同
室
だ
っ
た
女
性
に
勧
め
ら
れ
、

俳
句
を
教
わ
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
そ
の
後
俳
誌
「
屋
根
の
会
」

に
入
会
、
主
宰
の
斎
藤
夏
風
さ
ん
に

教
え
を
受
け
な
が
ら
句
を
作
り
続
け

て
き
ま
し
た
。

　「
俳
句
は
、
限
ら
れ
た
　
文
字
の

１７

中
で
気
持
ち
を
表
現
で
き
る
こ
と
が

と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

逆
に
ど
れ
だ
け
長
く
書
い
て
も
伝
わ

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
。
俳

句
に
出
会
え
た
こ
と
は
、
運
の
良
さ

と
偶
然
の
た
ま
も
の
で
す
よ
」
と
俳

日
常
生
活
の
情
感
詠
ん
だ
　
句
１９７

た
中
村
さ
ん
は
、
現
在
一
人
暮
ら
し
。

家
事
な
ど
は
す
べ
て
自
分
で
行
っ
て

い
ま
す
。「
秋
田
に
い
る
息
子
の
家

に
世
話
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
何
も
し
な
い
で
過
ご
し
て
い
る

の
は
わ
た
し
に
は
合
わ
ず
、
す
ぐ
に

山
田
に
帰
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
人
で
暮
ら
す
の
は
辛
い
こ
と
も
大

変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
わ
た

し
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
生
き
て
い
る

と
い
う
実
感
に
な
り
ま
す
し
、
何
よ

り
ボ
ケ
防
止
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。

な
る
べ
く
頭
と
手
は
動
か
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」
と
３
冊
目
の
出
版
に

向
け
、
意
欲
満
々
で
す
。

句
の
魅
力
を
う

れ
し
そ
う
に
語

る
中
村
さ
ん
。

　
傘
寿
を
迎
え

第２句集「寒椿」を出版した

中村 照  子 さん（中央町・８０歳）
てる こ

【７】

第１句集「浦里」、第２句集「寒椿」
を手に笑顔を見せる中村照子さん



【８】

手
に
も
こ
ん
な
若
年
政
治
家
が
存
在

す
る
こ
と
に
、
私
た
ち
県
民
の
一
人

と
し
て
誇
ら
し
く
感
じ
た
。

　
達
増
氏
の
勝
因
は
、
有
権
者
に
若

さ
や
抱
負
を
期
待
さ
せ
好
感
を
も
た

ら
し
た
こ
と
に
あ
る
気
が
す
る
。
私

た
ち
有
権
者
は
、
こ
の
若
さ
と
行
動

力
に
期
待
す
る
し
、
ま
た
、
岩
手
日

報
４
月
９
日
付
に
も
「
知
事
初
当
選

の
達
増
氏
に
聞
く
」
の
欄
に
は
「
県

民
生
活
を
優
先
さ
せ
る
と
の
二
大
原

達
増
知
事
の
誕
生
に
期
待
感

　
以
前
、
全
国
で
最
年
少
の
増
田
岩

手
県
知
事
が
誕
生
し
た
が
、
今
回
の

知
事
選
で
そ
れ
を
１
歳
更
新
す
る
　４２

歳
の
若
い
達
増
氏
が
当
選
し
た
。　４５

万
票
台
の
得
票
で
の
圧
勝
だ
っ
た
が
、

そ
の
結
果
を
見
て
何
と
な
く
東
北
岩

投
書
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
山
田
町
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。

山
田
湾
の
美
し
い
風
景
を
眺
め
な
が

ら
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
私
は
山
田
小
学
校
、
山
田
中
学
校
、

宮
古
高
等
学
校
、
東
京
の
昭
和
女
子

大
学
英
米
文
学
科
を
卒
業
し
、
現
在

横
浜
の
西
区
に
住
ん
で
い
ま
す
。
家

族
は
お
蔭
様
に
て
み
ん
な
元
気
で
、

男
の
子
の
孫
二
人
も
同
じ
マ
ン
シ
ョ

ン
に
住
ん
で
お
り
、
都
会
で
は
め
ず

ら
し
い
ぐ
ら
い
に
ぎ
や
か
な
生
活
ぶ

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
に
来
て

か
ら
は
若
い
こ
ろ
よ
り
ず
っ
と
長
い

間
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

で
す
の
で
、
地
域
柄
時
代
の
流
れ
を

敏
感
に
受
け
る
所
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
に
あ
っ
て
横
浜
の
ハ
ー
バ
ー
の

海
と
栽
培
の
海
で
あ
る
山
田
湾
と
の

特
徴
を
良
く
考
え
る
と
き
が
あ
り
ま

す
。
国
際
的
な
船
の
行
き
交
う
海
と

静
か
な
海
の
下
で
育
て
ら
れ
て
い
る

海
の
幸
を
思
う
と
き
、
ど
ち
ら
も

知
っ
て
い
る
自
分
を
幸
せ
に
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
山
田

八
幡
宮
の
お
祭
り
の
こ
と
を
思
い
浮

か
べ
、
宵
宮
の
真
っ
暗
な
境
内
で
か

が
り
火
に
照
ら
さ
れ
て
舞
う
幻
想
的

な
鹿
舞
な
ど
に
つ
い
て
友
人
に
お
話

し
ま
す
と
、「
陽
子
さ
ん
の
古
里
自
慢

励
ん
で
き
ま
し
た
が
、

地
域
の
活
動
的
な
方
々

と
も
知
り
合
い
、
触
れ

合
い
の
輪
が
広
が
り
、

今
は
生
き
が
い
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
横
浜
駅
近
く
の
地
域

が
始
ま
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
り
し
て

お
り
ま
す
。

　
そ
の
古
里
自
慢
か
ら
発
し
ま
し
て
、

平
成
　
年
８
月
３
日
に
横
浜
の
ボ
ー

１５

イ
ス
カ
ウ
ト
第
　
師
団
の
方
々
が
山

５８

田
町
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
節
に
は
皆
さ
ま
に
良
く
し
て
い

た
だ
き
ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
借

り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
方
々
も
大
変
喜

ん
で
お
り
、
青
春
の
素
晴
ら
し
い
思

い
出
が
鮮
や
か
な
印
象
と
し
て
団
員

の
心
の
中
に
残
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

都
会
の
め
ま
ぐ
る
し
い
中
に
あ
っ
て
、

ま
す
ま
す
地
域
活
動
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
も
実
感
し
て
い

ま
す
。
伝
統
の
あ
る
町
を
守
り
、
海

を
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
山
田
町

の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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井 上 陽  子 さん（６４歳）
よう こ

〔八幡町出身・旧姓杉本〕

むらき かなみ ちゃん

（山田中央保育園・５歳）

　大きくなったら看護師さんにな

りたいな。お母さんのような看護師

になって一緒にお仕事したいから。

則
を
徹
底
し
た
い
」
と
あ
る
な
ど
、

私
た
ち
県
民
の
期
待
感
も
大
き
い
。

　
そ
れ
に
し
て
も
本
町
に
県
議
会
議

員
が
消
え
た
こ
と
に
残
念
で
な
ら
な

い
。
選
挙
の
厳
し
さ
を
痛
感
し
た
。

　
齋
藤
忠
雄
（
船
越
・
　
歳
）

８１

広
報
ク
イ
ズ
が
毎
回
楽
し
み

　
広
報
ク
イ
ズ
で
こ
れ
ま
で
に
図
書

カ
ー
ド
が
２
回
当
た
り
ま
し
た
。
１

枚
は
姉
の
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
も

村
二
太
郎（
　
）
１４

中
村
茜（
　
）
１６

山
﨑
し
ょ
う
ま（
７
）

山﨑あやね（９）

福
士
結
衣（
？
）

伊
藤
真
由（
８
）

【９】

う
１
枚
は
最
初
で
最
後
？
の
自
分
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
り
、
と
て
も
あ

り
が
た
く
思
い
ま
す
。
広
報
ク
イ
ズ

を
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
佐
藤
啓
子
（
船
越
・
？
歳
）

元
気
を
与
え
て
く
れ
る
桜
花

　「
桜
三
月
 菖
 

し
ょ
う

 蒲
 は
五
月
」
と
古
い

ぶ

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
３
月
ど
こ
ろ

か
ま
だ
寒
も
明
け
や
ら
な
い
２
月
中

旬
に
つ
ぼ
み
が
ほ
こ
ろ
び
、
下
旬
に

は
ち
ら
ほ
ら
開
花
が
見
ら
れ
る
め
ず

ら
し
い
桜
の
木
が
、
船
越
の
伊
藤
さ

ん
の
お
庭
で
今
、
た
く
さ
ん
の
花
を

付
け
ま
し
た
。
ま
だ
桜
前
線
の
遠
い

当
地
で
わ
が
物
顔
に
咲
き
誇
る
木
が

あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　
そ
の
桜
の
正
確
な
学
名
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
白
い
か
れ
ん
な
花
で
す
。

聞
く
と
こ
ろ
静
岡
桜
と
か
産
地
名
を

言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
毎
日
愛
犬
と

散
歩
す
る
コ
ー
ス
の
庭
先
に
あ
る
の

で
、
ま
だ
寒
い
最
中
に
精
い
っ
ぱ
い

に
咲
く
桜
花
は
、
今
日
も
楽
し
さ
と

元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
西
舘
昼
（
船
越
・
？
歳
）

ツ
バ
メ
の
飛
来
に
思
う
こ
と

　
４
月
始
め
、
ツ
バ
メ
が
わ
が
家
を

忘
れ
ず
に
、
今
年
も
入
っ
て
き
た
。

　
幼
き
日
、
母
か
ら
聞
い
た
話
し
を

思
い
出
し
て
い
る
。「
昔
か
ら
ツ
バ

メ
が
巣
を
か
け
る
家
は
良
い
こ
と
が

あ
ん
だ
っ
て
」
と
、
聞
か
さ
れ
た
。

そ
う
言
え
ば
子
供
の
こ
ろ
、
筋
向
い

の
Ｓ
さ
ん
の
軒
下
３
カ
所
で
巣
作
り

す
る
ツ
バ
メ
が
飛
び
交
い
、
近
辺
の

人
た
ち
の
心
を
和
ま
せ
た
。

　
世
の
中
が
生
き
る
の
に
精
い
っ
ぱ

い
の
時
代
に
、
Ｓ
さ
ん
は
伊
勢
参
宮

や
永
平
寺
参
り
。
私
の
家
に
も
ツ
バ

メ
が
巣
作
り
す
れ
ば
、
Ｓ
さ
ん
と
信

仰
心
の
厚
い
母
が
お
参
り
で
き
る
の

に
と
子
供
心
に
思
っ
た
。 無
  垢
 な
あ

む
 

く

の
こ
ろ
が
懐
か
し
い
。

　
菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
　
歳
）

７２

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

長
電
話
さ
び
し
さ
つ
な
ぎ
友
の
声

互
い
の
一
人
居
な
ぐ
さ
め
た
ら

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
Ｙ
子

　
　
　
　
　
　
　
　（
織
笠
・
？
歳
）

六
十
路
ま
で
選
挙
ウ
グ
イ
ス
四
十
年

我
が
人
生
の
自
分
史
か
ざ
る

　
大
川
ヒ
メ
子
（
大
沢
・
　
歳
）

６２

春
雨
や
し
と
し
と
降
り
し

今
日
の
日
は

け
 

ふ

安
心
ぎ
願
い

や
す
ら

パ
ン
を
焼
き
け
る

　
大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
歳
）

老
妻
は
旅
立
ち
広
き
一
人
部
屋

よ
い
の
窓
辺
に
春
雨
の
降
る

　
菊
地
孝
進
（
船
越
・
　
歳
）

８５

風
揺
ら
ぎ
一
ひ
ら
散
り
ぬ
宵
桜

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
夢
子

　
　
　
　
　
　
　（
田
の
浜
・
　
歳
）

６５

お
ら
が
町
生
ま
れ
変
わ
る
か
町
議
会

　
佐
藤
兼
男
（
荒
川
・
　
歳
）

８０

イラスト　『寒の前の、土用の後』。大浦での古くからの気象の

ことわざに、このようなことわざが用いられている。

暦の上では申寒疹や申土用疹はきちんと決まってい

るが、大浦では寒さが到来するのは暦上の寒の前であ

り、一方暑さは暦上の土用の後の方が暑いことを言っ

ている。

　今年の冬も大浦特有の寒い北西の強い風が吹き付

けた。この時期によそから大浦を訪れる人たちはみ

んなが「大浦って 寒 んぷうがなんす」と言っている。こ
さ

の寒い北西の季節風を大浦では「まかだ風」と称して

いる。この寒い「まかだ」が吹くときにつけ、物心が

ついたころに姉にひどくどめがった（しかられた）こ

とが思い出される。この思い出は私だけでなく大浦

の人たちは大なり小なりあると思っている。このこ

とを言うのは今ではほとんど目にすることも無く

なった木の 盥 である。
たらい

　『なんで、おめいさん、人の言うことの聞き分けがね

いんだ。言うことを聞かなかったら、盥さ入れて大沢

へ流してやっからな！それがやったがったら（嫌だっ

たら）人の言うことをちゃんと聞くもんだがよ』と、

ひどくどめがったのを覚えている。『あのね、おめさ

んはな、今日みたいに「まかだ」が強く吹き、 寒 んぷ
さ

う日に港の砂浜さ盥さ乗って、鼻水を垂らして、大き

な 目  汁 を流して、波に打ち上げられ泣いていたのを、
めっ つる

ちぁっちぁ（父）がめっけいで（見つけて）、かわいそ

うにと拾ってきたのをかかさん（母）が今までおがし

て（育てて）きたんだがら、ありがたいと思ってみん

なの言うことを良く聞くもんだがよ』と、 諄  々 と諭さ
じゅん じゅん

れ、一時的に「 俺 は大沢から…」と、対岸に見える大
おれ

沢を見たりしたもんだった。

　今、われが歩みし人生を振り返ってみるに、３人の

子があるが、子供が幼少時にこの話で子供のしつけを

したかどうかまったく記憶にない。幸いにも二親と

も健在であったので、わが子の養育にはほとんど父親、

母親にゆだねていた。今思えばあの時代、子供のしつ

けによき時代だったと思う。

　４月とはいえ、まかだ風が吹きそうな寒い日が続い

ている今日このごろである。

　　　　　　　　　　山 﨑 卓 三（大浦・７８歳）

右から左に受け流す（１２）

沼
崎
晴
香（
？
）

ア
リ
ス
 ★
 生
さ
ん（
　
）

シ
ン
グ
ル

１１

銀
ち
ゃ
ん（
　
）
１０

佐
々
木
雅
也（
　
）
１０

梶山智樹（
８）

大浦に「まかだ風」が吹くころ



漁業系廃棄物を有効利用

織笠漁協が破砕カキ殻を初出荷
　４月９日、本町で漁業系廃棄物として年間約１,３００㌧

生じるカキ殻の有効利用を目的に織笠漁協で生産した

「破砕カキ殻」の初出荷が行われました。２～３㌢程度に

細かく砕いたカキ殻は、耕作地のカルシウム補給資材や

道路の敷き詰め材、たい肥の原料などとして幅広く活用

されています。この日は破砕カキ殻４㌧がトラックに積

み込まれ、県内のたい肥化処理施設へ出荷されていきま

した。破砕カキ殻は５００㌔ 当たり４,２００円で販売。小売に

も応じていますので、詳しくは役場産業振興課水産振興

担当（察８２－３１１１内線２３２）へお問い合わせください。

関口児童館に放課後児童クラブ

開所式で新たなスタート祝う
　本町３カ所目となる放課後児童クラブが関口児童館に

開設され、４月１日、同館で開所式が行われました。式

には関係者２０人が出席。通所児童の新たなスタートを祝

いました。式では沼崎喜一町長のあいさつに続き、入所

児童を代表して芳賀悠希さん（山田北小５年）が誓いの

言葉を述べました。同クラブは共働きなどで昼間に保護

者のいない家庭の小学校児童を放課後に預かる学童保育

所。平日の放課後のほか、夏休みなどの長期休暇や土曜

日にも児童を受け入れています。詳しくは役場保健福祉

課児童福祉担当（察８２－３１１３）へお問い合わせください。

豊間根初のグループホーム開所

地域に開かれた施設目指す

　４月２０日、豊間根地区で初となるグループホーム

「ホームとよまね」（伊藤レイ子代表）がオープンしまし

た。この施設は昨年度町が募集した地域密着型サービス

の提供事業者に株式会社メイト（豊間根）が指定を受けて

開所したもので、認知症の方を対象とした共同生活介護

施設です。同施設では、利用者とスタッフが協力しなが

ら家庭的な雰囲気で共同生活を過ごすことができ、現在

９人の定員はすでに満員となっています。伊藤代表は

「利用者やご家族だけでなく、介護や福祉に興味がある

方や地域の皆さんも気軽に遊びに来れるような、開かれ

た温かみのある施設にしていきたい」と話していました。

【１０】【１１】

　今月の題字

金 澤 大  和 君
やま と

　　　（大浦小３年）

  環境保全組合と町が協定

地域の資源保護に取り組む

荒川

地区

　４月１９日、町と荒川農地・水・環境保全組合（斉藤國

三郎代表）による農地・水・環境保全向上対策に係る協

定の調印式が行われました。同組合は農業者と地域住民

が協力し合い農道や農業用水などの資源を守ることを目

的として４月１０日に設立。今回の協定は町がその活動を

支援するため締結したものです。同組合の活動区域は荒

川地区の水田６４㌶、水路６,４１１㍍、道路４,３９０㍍ などで、

主な活動として農道の補修や草刈り、水路の泥上げや水

生生物の生息調査などを計画しています。

２団体に防災資器材を交付

自主防災組織の育成図る
　大沢地区コミュニティー推進協議会（昆暉雄会長）と織

笠地区コミュニティ推進協議会（昆常治会長）に防災資器

材が交付されました。これは、町が自主防災組織育成事

業の一環として行っているものです。交付式は３月２８日

に役場町長室で行われ、両協議会から４人が出席。沼崎

喜一町長から交付書とヘルメット、ハンド型メガホンな

どが手渡されました。これまで同資器材の交付を受けた

のは、今回の両協議会を含め７団体。本年度は山田中地

区自主防災会など３団体へ交付される予定です。

山田魚市場が衛生管理モデルに

全国で６番目の認定受ける
　優れた衛生管理を行う市場を認定する「優良衛生品質

管理市場」に、山田魚市場（山田漁業協同組合連合会地

方卸売市場）が認定されました。認定証の交付式は４月

 １０日に宮古地方振興局で行われ、大矢正昭局長から市場

開設者である山田漁業協同組合連合会の阿部金一代表理

事会長に認定証が手渡されました。優良衛生品質管理市

場は、社団法人大日本水産会が水産物の衛生・品質管理

の向上に積極的に取り組む市場のモデルを認定するもの

で、県内では洋野町営八木魚市場、宮古市魚市場に続い

て３番目、全国では６番目の認定となります。



佳
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嘉
嘉
嘉

沢
村
長
、　

年
山
田
町
助
役
、　

年

３１

３２

山
田
町
長
を
務
め
る
）
と
親
交
、
大

き
な
影
響
を
受
け
た
。

　
明
治
　
年
３
月
、
軍
治
は
　

２７

２７

歳
の
若
さ
で
県
議
会
議
員
に
当

選
。
し
か
し
、
日
清
戦
争
が
起

こ
り
同
年
９
月
　
日
に
召
集
令

２０

状
を
受
け
、
清
国
盛
京
省
で
陸

軍
 輜
重
 兵
（
前
線
に
輸
送
・
補

し
ち
ょ
う

給
す
る
軍
需
品
を
扱
う
役
割
）

二
等
軍
曹
と
し
て
従
軍
し
た
。

　
軍
役
を
終
え
た
軍
治
は
明
治

　
年
５
月
に
帰
郷
、
翌
６
月
　

２９

１５

　
軍
治（
利
男
）

は
明
治
元
年
９

月
、
豊
間
根
村

木
戸
口
に
生
ま

れ
た
。

　
明
治
　
年
に

１６

　
歳
で
盛
岡
に

１６出
、
津
軽
石
村

出
身
の
漢
学
者

山
崎
 鯢
山
 の
集

げ
い
ざ
ん

義
塾
に
お
い
て

漢
学
を
修
め
た
。

　
帰
郷
後
の
明

治
　
年
ご
ろ
、

１９
桐
ケ
窪
信
五
郎

（
　
歳
、
東
閉

２９
伊
郡
飯
岡
村
外

四
ケ
村
戸
長
役

場
書
役
で
自
由

民
権
運
動
家
、

後
明
治
　
年
大

２２

村
・
山
田
町
・
織
笠
村
・
船
越
村
）

の
流
失
家
屋
１
０
０
８
戸
、
死
者
数

２
６
５
５
人
、
負
傷
者
数
１
４
５
２

人
（
山
田
町
津
波
誌
）
を
数
え
る
大

惨
事
で
あ
っ
た
。
軍
治
は
い
ち
早
く

豊
間
根
か
ら
人
夫
１
２
５
人
を
率
い
、

２
日
間
に
わ
た
っ
て
大
沢
村
と
山
田

町
で
救
助
救
援
活
動
に
尽
力
、
そ
の

後
も
救
援
活
動
に
努
め
た
。

　
明
治
　
年
３
月
、
軍
治
は
補
欠
選

３０

挙
で
豊
間
根
村
議
会
議
員
に
当
選
、

　
年
９
月
県
議
会
議
員
、　

年
村
議

３２

３４

会
議
員（
　
年
軍
治
は
利
男
と
改
名
）、

３５

日
（
陰
暦
５
月
５
日
）
に
三
陸
大
津

波
が
襲
来
し
た
。
山
田
地
方
（
大
沢

以
後
昭
和
２
年
ま
で
議

員
を
務
め
村
政
に
尽
力

し
た
。
明
治
　
年
４
月

３０

に
　
歳
で
郡
会
議
員
に

３０
当
選
、
参
事
会
員
と
な

り
　
年
に
は
議
長
を
務

３１

め
、
６
期
に
わ
た
り
郡
政
に
努
め
た
。

　
明
治
　
年
九
戸
郡
宇
部
村
出
身
の

３１

学
者
で
政
治
家
小
田
 為
綱
 の
思
想
に

た
め
つ
な

共
鳴
、
自
由
民
権
運
動
家
と
し
て
為

綱
を
衆
議
院
に
送
る
べ
く
下
閉
伊
郡

の
同
士
に
働
き
掛
け
、
為
綱
当
選
の

原
動
力
と
な
っ
た
。

　
利
男
は
昭
和
２
年
に
豊
間
根
村
村

長
に
就
任
、
地
域
課
題
の
解
決
に
努

め
た
が
任
期
中
の
６
年
に
体
調
を
崩

し
同
年
４
月
　
日
、　

歳
の
生
涯
を

１０

６３

終
え
た
。
村
政
、
郡
政
、
県
政
と
地

方
政
治
に
尽
力
し
た
　
年
で
あ
っ
た
。

３７

村
政
・
郡
政
・
県
政
に
尽
力
し
た

　
　
　
　
　
　
木
　
村
　
利
　
男

日清戦争から帰って間もなくの軍治（利

男）の写真（明治３０年撮影、当時３０歳）

【１２】

巾

琴

斤

禽
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禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁

欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣

欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽

　
今
年
の
町
消
防
演
習
は
小
雨

が
降
り
続
き
、
大
変
寒
い
天
候

の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
雨

が
強
い
場
合
は
体
育
館
に
会
場

を
変
更
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
の
雨
で
は

な
く
、
し
か
し
閉
会
ま
で
晴
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

終
始
雨
の
中
で
の
演
習
は
私
の

就
任
以
来
初
め
て
で
す
し
、

佐
々
木
団
長
の
長
い
経
験
の
中

で
も
雨
で
会
場
変
更
を
し
た
の

は
過
去
に
一
回
だ
け
で
、
後
は

天
候
に
は
恵
ま
れ
て
い
た
と
の

こ
と
で
し
た
。
団
員
の
皆
さ
ん

寒
い
中
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
▼
今
年
は
　
人
の
新
入
団

２０

員
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
多
く
の
分
団
の
定
員
が
充

足
さ
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
こ
の
傾
向
は
全
国
的
な
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
対
策
が
急

が
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中

で
新
た
に
町
民
の
生
命
財
産
を

守
る
崇
高
な
任
務
に
就
か
れ
る

彼
ら
に
心
か
ら
の
感
謝
を
込
め

て
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。
ま
た
、

小
隊
、
中
隊
訓
練
に
は
女
性
の

参
加
も
あ
り
ま
し
た
。
女
性
消

防
団
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
山
田
町
長
　
沼

崎

喜

一

町
長
室
か
ら

や

ま

だ

の

４８

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
山
田
史
談
会
長
の
佐
藤
仁
志
さ
ん
（
豊

間
根
・
　
）
で
す
。

７２



【１３】

　平成１９年４月から、厚生年金などの年金制度が順次

改正されていきます。主な改正内容は次のとおりです。

試７０歳以上でお勤めの方は老齢厚生年金の給付調

整が行われることがあります

　厚生年金が適用される事業所にお勤めで、老齢厚生

年金と賃金の合計額が月額４８万円を超える７０歳以上

の方は年金の一部または全額が支給停止になります。

※昭和１２年４月１日以前に生まれた方は対象外です。

試老齢厚生年金を後から増額して受け取ることが

できます

　６５歳から老齢厚生年金を受ける権利がある方が、６５

歳で受け取らずに６６歳以降に受け取る申し出をする

ことで、後から増額された年金を受け取ることができ

ます。

試子供がいない３０歳未満の妻に対する遺族厚生年

金は５年間の期限付き給付となります

　夫を亡くした時に３０歳未満で子供を養育していな

い妻に対する遺族厚生年金の給付期間は、５年間とな

ります（子を養育しなくなった時に妻が３０歳未満の場

合には、その時点から５年間）。

▽中高齢寡婦加算の対象年齢が変わります

　遺族厚生年金に加算される中高齢寡婦加算の対象は

夫を亡くした時点の妻の年齢が４０歳以上となります

（これまでは妻の年齢が３５歳以上で４０歳から支給）。

試遺族厚生年金と老齢厚生年金が支給されている

方は遺族厚生年金との差額が支給されます

　６５歳以上で遺族厚生年金と老齢厚生年金を受ける

権利がある場合、老齢厚生年金は全額支給され、遺族

厚生年金は老齢厚生年金との差額が支給されます。 

試４月１日以降に離婚した場合、婚姻期間の厚生

年金を分割することができます

　平成１９年４月１日以後に離婚した場合、婚姻期間中

の厚生年金の保険料納付記録を、当事者間で合意した

割合（最大５０％）で分割することができます。

試受給者本人の申し出により、年金の支給を停止

することができます

　ご自身の申し出により、年金を受け取らないことが

できます。支給を停止した場合、いつでも年金の受け

取りを再開することができます。

◆問い合わせ　宮古社会保険事務所（察６２－１９６３）へ。

４月か
ら

厚生年金制度厚生年金制度がが
改正されまし改正されましたた

　
町
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
中
小
商

工
業
金
融
対
策
基
金
運
用
規
則
を
改

正
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
は
町
内
の
中
小
商
工

業
者
の
支
援
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

た
め
行
わ
れ
た
も
の
で
、
主
な
改
正

内
容
は
▽
資
金
種
類
を
小
口
資
金
と

中
口
資
金
、
開
業
資
金
に
変
更
▽
貸

付
限
度
額
の
増
額
▽
返
済
期
間
の
延

長
▽
信
用
保
証
料
の
全
額
を
町
が
補

助
―
―
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
町
内
の
会
社
、
個
人
事
業

者
な
ど
で
、
貸
し
付
け
を
受
け
る
た

め
に
は
金
融
機
関
の
審
査
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
同
制
度
を
利
用
し
た
資
金
の
融
資

を
希
望
す
る
方
は
、
取
扱
金
融
機
関

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
貸
付
利
率
　
返
済
期
間
３
年
以
内

…
２
・
７
％
　
３
年
以
上
…
２
・

９
％
（
４
月
１
日
現
在
。
こ
の
う

ち
１
％
分
を
町
が
補
助
し
ま
す
。
）

▽
取
扱
金
融
機
関
　
岩
手
銀
行
山
田

支
店
（
察
　－

３
１
３
１
）、
北
日

８２

本
銀
行
山
田
支
店
（
察
　－

３
８

８２

１
１
）
、
宮
古
信
用
金
庫
山
田
支

店
（
察
　－

２
４
５
５
）

８２

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
産
業
振
興
課

商
工
観
光
担
当
（
察
　－

３
１
１

８２

１
内
線
２
３
４
）
へ
ど
う
ぞ
。

返済の据え置き返済期間貸付限度額資金種類

上限６カ月

５年以内   ７５０万円運転資金

１０年以内１,０００万円設備資金

◆制度の改正内容

中小商工業融資制度を改正

町内企業へ支援の充実図る

返済の据え置き使途と返済期間貸付限度額資金種類

上限１年

運転資金…７年以内

設備資金…１０年以内

上記併用…１０年以内

１,２５０万円小口資金

２,０００万円中口資金

１,０００万円開業資金

【改正前】

【改正後】



【１４】

７月～８月採用の
自衛官募集します

　平成１９年７月から８月までに

採用予定の自衛官を募集します。

試種目　自衛官２等陸・海・空

士（男子）

試受験資格　１８歳以上２７歳未満

の男子

試試験日　６月１０日（日）

試試験会場　岩手駐屯地（滝沢村）

試受付期間　５月１日～６月１日

試申込先・問い合わせ　自衛隊

岩手地方協力本部宮古地域事

務所（察６３－３８８１)へどうぞ。

町の期限付臨時
職員募集します

　応募希望の方は、役場住民生

活課または役場各支所に備え付

けの履歴書に必要事項を記入し、

役場総務課へ提出してください。

選考方法は書類（履歴書）審査

と面接です。

◎一般事務補助

試募集人数　１人

試応募資格　町内に住所があり、

パソコンの操作ができる人

試勤務場所　地域整備課

試任用期間　６月１日～９月３０日

※必要がある場合は最大８カ月

まで期間が更新されます。

試賃金　日額５,４００円

試申込期限　５月１４日

試問い合わせ　役場地域整備課

庶務担当（内線２４３）へどうぞ。

◎臨時保育士

試募集人数　１人

試応募資格　町内に住所があり、

保育士の資格がある人

試勤務場所　船越保育園

試任用期間　６月１日～１１月３０日

※必要がある場合は１回の更新

があります。

試賃金　日額６,４００円

試申込期限　５月１４日

試問い合わせ　役場保健福祉課

児童福祉担当（察８２－３１１３）へ。

自衛隊山田基地で
非常勤隊員を募集

試職種　労務職（草刈りなど基

地周辺の環境整備）

試募集人数　１人

試応募資格　１８歳以上６５歳未満

の人で、既に健康保険に加入

している人

試任用期間　６月１日～９月２８日

試試験日　５月１０日（木）

試試験会場　航空自衛隊山田分

屯基地

試申込期限　５月７日

試申込先・問い合わせ　航空自

衛隊山田分屯基地（察８２－

２６３６）へどうぞ。

ソフトテニス教室
心地よい汗流そう

　ソフトテニス教室が開催され

ます。参加希望の方は直接会場

へお越しください。

試開催日　５月２０日から６月１７

日までの毎週日曜日（全５回）

試時間　午前９時～正午

試場所　総合運動公園テニス場

試対象　小学５年生以上の町民

試内容　ラケットの握り方や振

り方、フットワーク、ゲーム

などの基礎

試参加料　１回につき小中学生

…１００円 高校生以上…２００円

試問い合わせ　町教育委員会事

務局社会体育担当（察８２－

５５０５）へどうぞ。

前須賀公園テニス
コートのご利用を

試利用期間　５月１日～１１月３０日

試利用時間　午前９時～午後５時

試使用料（一人１時間当たり）

　一般…１００円　高校生…７０円

　小中学生…５０円

※山田町民は無料です。

試問い合わせ　役場地域整備課

計画補償担当（内線２５５）へ。

第３回山田町議会臨時会
試日時　５月８日（火）

　　　　午前１０時～

　どなたでも傍聴できます。

詳しい日程などについては、

町議会事務局（察８２－３１１４）

へお尋ねください。

胃腸病、肝・胆・腎検診を実施
　胃腸病検診と肝臓・胆のう・腎臓検診が、下表の日程

で行われます。送付される通知書の日時と会場を確認し、

忘れずに受診してください。まだ申し込みをしていない

方でも受診できますので、希望する方は直接会場へお越

しください。

◆検診の日程　　　　　　　　　　　　　　　　〔５月〕

◆受付時間　午前６時半～８時

◆受診料　　胃腸病検診…１,５００円

　　　　　　肝臓・胆のう・腎臓検診…１,３００円

※受診料は当日会場でいただきます。

◆注意事項　諮検診前日の夜８時から検診終了まで飲食

物（アルコール類を含む）を取らないでください諮検

診前日の就寝時まで水、お茶は飲んでも構いません諮

普段服用している薬はお飲みください諮当日は検診終

了までたばこは吸わないでください諮当日の朝はでき

るだけ用便を済ませてからお越しください。

◆問い合わせ　役場保健福祉課健康管理担当（察８２－

３１１１内線１６１）へどうぞ。

と　き
　６ 月 1 7 日（ 日 ）午後１時半開演　　　　　　　　　　　　　　　午後零時半開場

ところ　宮古市民文化会館大ホール
　東北電力㈱岩手支店では、「米村でんじろうサイエンス

ショー」を開催します。抽選で１,０００人を無料招待しま

すので、参加希望の方はお申し込みください。抽選結果

は、６月８日ごろまでに申込者全員にご連絡します。

◆申し込み方法　①代表者の氏名（ふりがな）②郵便番

号③住所④電話番号⑤年齢⑥性別⑦お申し込みされる

全員（５人まで）の氏名（ふりがな）――を明記し、

はがき、Ｅメール、ＦＡＸのいずれかでお申し込みく

ださい。

※小学４年生以下は保護者同伴とします。

◆申込期限　５月３０日必着

◆申込先・問い合わせ　㈱アサツーディ・ケイ北東北支局

「サイエンスショー」係（〒０２０－０８７１　盛岡市中ノ橋

通１－４－ ２２中ノ橋１０６ビル１０Ｆ　察０１９－６２６－３１５０

ＦＡＸ０１９－６２６－３１４０　Ｅメールｄｅｎｊｉｒｏ@ａｄｋ.ｊｐ）へ。

会　　　　　場期　　日対象地区

豊間根生活改善センター１５日～１７日
豊間根
荒　川

大 浦 漁 村 セ ン タ ー１８日、２１日大　浦

ふ る さ と セ ン タ ー２２日、２３日大　沢

織 笠 漁 業 協 同 組 合２４日～２６日織　笠

おもしろ不思議大実験おもしろ不思議大実験おもしろ不思議大実験おもしろ不思議大実験おもしろ不思議大実験

米村でんじろう米村でんじろう米村でんじろう米村でんじろう

サイエンスショーサイエンスショーサイエンスショーサイエンスショー

よね むら

患者を救う愛の
献血にご協力を

◎全血献血

試期日　５月７日（月）

試日時と場所　午前９時半～１１

時…山田町役場前　午後零時

半～２時１０分…ＪＲ陸中山田

駅　午後３時～４時…ジョイ

ス山田店前

◎成分献血

　ご協力いただける方は５月１１

日までにご連絡ください。

試期日　５月１６日（水）

試時間　午前９時半～正午

　　　　午後１時～３時

試場所　保健センター

◆連絡先・問い合わせ　役場保

健福祉課健康管理担当（内線

１６１）へどうぞ。

【１５】

まちで出会ったかわいい笑顔

●１ ４月２２日に行われた町議会議

員選挙の町全体の投票率は？

　佳７７.５５％　加６６.５５％

　可５５.５５％

●２ 平成１９年町消防演習で放水訓

練が行われた場所は？

　佳山田南小学校

　加山田魚市場

　可山田漁村センター

●３ 冬に吹きつける大浦特有の北

西の強い風は何と呼ばれる？

　佳まるた風　加いかだ風

　可まかだ風

●４ 今号の「１歳になりました」

に登場している赤ちゃん７人

のうち、女の子は何人？

　佳１人　加２人　可３人

【応募方法】　はがきに陰クイズ

の答え隠住所韻氏名吋年齢を明

記の上、応募ください。全問正

解者の中から抽選で１０人に５００

円の図書カードをプレゼント。

応募は一人１通です。

【応募先】　〒０２８－１３９２（住所

記載不要）山田町役場広報クイ

ズ係

【締め切り】　５月１８日（当日消

印有効）

☆前回の正解は①－Ａ、②－Ｃ、

③－Ｃ、④－Ｂでした。応募者

数は４７人で全員正解。抽選の結

果次の１０人が当せんしました。

飯岡＝さわだたくま（７）　船越

＝山﨑梨々花（１１）　田の浜＝白

土立也（１２）、沼崎晴香（？）　織

笠＝佐々木雅也（１０）、黒沢悠真

（１０）、小林八重子（６２）、中村諒

（１０）　大沢＝小山日和（９）　荒

川＝佐藤京子（７５）　　<敬称略>

５月の町長面談日
試日時　５月１６日（水）

　　　　午前１０時～正午

試場所　役場４階特別応接室

※面談希望の人は役場総務課

内線４１３へご連絡ください。

　宮古地区広域行政組合では、

フリーマーケットを開催します。

試日時　５月２７日（日）

　　　　午前９時～正午

試場所　みやこ広域リサイクル

センター（宮古市小山田）

※出店を希望する方は、５月２３

日までにお申し込みください。

試申込先・問い合わせ　みやこ

広域リサイクルセンター（察

６３－７７５３）へどうぞ。

フリーマーケット
宮古で開催します

織笠川・関口川
整備計画を縦覧

　県では、このほど策定した

「織笠川および関口川水系河川

整備計画」の縦覧を行います。

試縦覧場所　役場地域整備課

試問い合わせ　県県土整備部河

川課（察０１９－６２９－５９０３）へ。

日赤の社資を募集
皆さんのご協力を

　日本赤十字社では、６月１日

まで「５月の赤十字運動月間」

を展開します。今年も社資（募

金）のお願いを行政区長を通じ

て行いますので、皆さんのご協

力をお願いします。

試問い合わせ　日赤岩手県支部

山田町分区（役場保健福祉課

内・内線１３２）へどうぞ。

身障者対象の巡回
相談を実施します

試日時　５月１６日（水）

　　　　午後１時半～３時

※受け付けは午後２時までです。

試場所　宮古地区合同庁舎（宮

古市五月町１－２０）

試内容　整形外科（補装具の適

合判定など）

試申込期限　５月９日

試申込先・問い合わせ　役場保

健福祉課地域福祉担当（内線

１３２）へどうぞ。

危険物取扱者の
試験と準備講習

◎危険物取扱者試験

試試験日　７月７日（土）

試試験地　宮古市

試試験種類　甲種、乙種(全類)、

丙種

試願書の配布場所　山田消防署

試受付期間　５月１１日～２１日

試申込先・問い合わせ　除消防

試験研究センター岩手県支部

（察０１９－６５４－７００６）へ。

◎危険物取扱者試験準備講習会

試期日　６月１６日～１７日

試場所　宮古地区広域行政組合

消防本部（宮古市五月町）

試講習種類　乙種第４類および

丙種（講義は乙種第４類を主

体とします）

試申込書の配布場所　山田消防署

試申込期限　６月１５日

試申込先・問い合わせ　宮古地

区危険物安全協会（カメイ㈱

宮古支店内察６２－３６１１）へ。

県職員と警察官の
採用試験あります

　県職員と警察官の採用試験が

実施されます。

◎県職員（Ⅰ種）

試受験資格　①昭和５３年４月２

日から昭和６１年４月１日まで

に生まれた人②昭和６１年４月

２日以降に生まれた人で、大

学を卒業または見込みの人

試試験日　６月２４日（日）

試試験会場　盛岡大学砂込キャ

ンパス大学棟

試試験内容　大学卒業程度の教

養試験、専門試験、論文試験

試申込書の請求先　宮古地方振

興局企画総務部（察６４－２２１１）

◎警察官Ａ（男性、女性）

試受験資格　昭和５３年４月２日

以降に生まれた人で、大学を

卒業または見込みの人

試試験日　７月８日（日）

試試験会場　岩手大学学生セン

ター棟

試試験内容　大学卒業程度の教

養試験、作文試験

試申込書の請求先　宮古警察署

山田交番（察８２－２１５５）

◆受付期間　５月１日～３１日

（インターネットによる申し

込みは５月２５日まで）

◆申込先・問い合わせ　県人事

委員会事務局（察０１９－６２９－

６２４１）へどうぞ。

　Ｂ＆Ｇ町バレーボール大会が

開催されます。

試日時　５月２２日、２３日

　　　　午後６時５０分～

試場所　Ｂ＆Ｇ海洋センター体

育館

試対象　中学生以上の町民

試内容　６人制バレーボール

試種目　混成の部（女性２人以

上を含む）、女子の部

試参加料　１チーム２,０００円

試申込先・問い合わせ　５月１４

日までに町教育委員会事務局

社会体育担当（察８２－５５０５）へ。

Ｂ＆Ｇバレー大会
皆さんのご参加を



【１６】

山 﨑　  翔 
しょう

（長崎・正志・男）

阿 部 陽  友 
はる と

（大沢・三広・男）

三 浦 望  夢 
のぞ む

（船越・秀幸・男）

佐 藤 大  晟 
たい せい

（飯岡・大輔・男）

山 崎 杏  璃 
あん り

（田の浜・雅広・女）

金 澤 昂  大 
こう た

（船越・伸泰・男）

おめでた・おくやみ

３月届け出分（敬称略）

〔出生〕（　）は保護者と性別

試山田　堀合 柊  音 （洋祐・男）、佐藤ミリア
し おん

（秀一・女）

試船越　山崎 俊  則 （力・男）
とし のり

試織笠　昆野 凛  々  花 （剛・女）
り り か

試大沢　箱石 芽  依 （直己・女）
め い

試豊間根　鈴木 亜  夢  呂 （忠親・男）
あ む ろ

〔結婚した二人〕（　）は住所

前田秀一（大沢）・奥寺純子（織笠）

阿部和実（大浦）・加藤小百合（宮城県気仙沼市）

阿部正彦（川向町）・澤村栄美（織笠）

芳賀啓介（豊間根）・駒澤聡子（宮古市）

佐々木祐一（田の浜）・佐々木裕美子（大槌町）

佐々木正隆（船越）・若狭由香（船越）

佐々木克喜（宮古市）・若江まどか（大沢）

〔死亡〕（　）は年齢

試山田　 々木馨（69）、 野公威（75）、横

田久夫（71）、中村不二夫（70）、千葉保美

（80）、阿部ヨシ（94）、上野定美（83）、武

藤キク（89）、 藤チヱ（81）

試船越　 地アキ（84）、 地敏子（72）、渋

梨子正一（70）、田村榮太郎（92）

試田の浜　 藤なつ子（87）、昆敏郎（73）

試大浦　佐々木ユキ（93）、福舘武一（87）

試織笠　 々木タツ（87）、昆キノヱ（87）、

中村ハナ（86）、田村益見（70）

試大沢　佐々木トラ（93）

試豊間根　 々木茂兵衛（94）

試石峠　平山繁雄（73）、 々木ヨノエ（85）

※敬称略・（　）内は地区名、保護者、

　性別です。

町民のうごき
（３月 1 日～３１日）

試出生……７人　　試転入…… ８４人

試死亡……２９人　　試転出……１７４人

試人口…２０,２８６人（今月減１１２人）

　男…９,７５７人　女…１０,５２９人

試世帯数………………７,２３１世帯

◆
消
防
演
習
の
放
水
訓
練
で
団

員
の
皆
さ
ん
の
表
情
を
収
め
よ

う
と
傘
を
差
し
て
い
ま
し
た
が
、

放
水
開
始
と
と
も
に
ず
ぶ
ぬ
れ

に
。
写
真
に
は
水
滴
し
か
写
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
今
年
の
Ｇ
Ｗ
は
特
に
取
材
の

予
定
も
な
く
、
久
々
の
大
型
連

休
。
と
は
い
え
特
に
出
掛
け
る

予
定
も
な
い
自
分
が
と
て
も
悲

し
い
…
。
た
だ
今
、
取
材
先
を

全
力
で
探
し
て
い
ま
す
。

●和 ●幸 
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「広報やまだ」は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。

町立保育園・児童町立保育園・児童館館
敷地内が全面禁煙敷地内が全面禁煙にに
　町では、５月１日から町内の町立保

育園、児童館の敷地内を全面禁煙にす

ることにしました。

　他人のたばこの煙を周囲の人が吸っ

てしまう「受動喫煙」の防止を求める健康増進法の施行や社会

情勢などを踏まえ、全面禁煙を実施するもので、職員はもとよ

り保護者や一般来訪者など保育園・児童館に出入りするすべて

の人が禁煙の対象となります。園舎内はもとより、園庭敷地内

での夏祭りや運動会などの行事においても全面禁煙となります

ので、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　なお、町内の町立学校（小中学校、幼稚園）の敷地内は４月

１日から全面禁煙になっています。

◆５月１日から全面禁煙になる施設

　町立船越・大浦・織笠保育園、町立関口・轟木児童館

◆問い合わせ　役場保健福祉課児童福祉担当（察８２－３１１１内線

１３１）へどうぞ。

山山山山山山山山山山山山山山にににににににににににににに広広広広広広広広広広広広広広葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹をををををををををををををを植植植植植植植植植植植植植植ええええええええええええええるるるるるるるるるるるるるる運運運運運運運運運運運運運運山に広葉樹を植える運動動動動動動動動動動動動動動動
第第第第第第第第第第第第第第７７７７７７７７７７７７７７回回回回回回回回回回回回回回植植植植植植植植植植植植植植樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭にににににににににににににに参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加第７回植樹祭に参加ををををををををををををををを

　山田の海を守る会（会長・沼崎喜一

町長）では、「山に広葉樹を植える運動」

第７回植樹祭を開催します。

◆日時　５月１３日（日）午前９時～

◆場所　織笠・新田地区町有地

◆内容　コナラ、ブナなどの苗木１,０００本の植樹

◆持参する物　スコップ、軍手など

◆問い合わせ　山田の海を守る会事務局（役場住民生活課環境

衛生担当察８２－３１１１内線１２７）へどうぞ。

佐 々木 煌  斗 
かい と

（田の浜・正喜・男）
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